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研究成果の概要（和文）：　本研究は、今日の保育教育における混迷状況を脱する筋道として、イタリアのレッ
ジョ・エミリア（Leggio Emilia）市の保育をモデルケースに、幼児の「アート的思考」を基盤にした保育活動
の実験的実践を通して、新しい子ども観・保育観の理論構築をおこなった。またアート的思考による学びを展開
するプロジェクト活動に着目し、その活動を観察記録し、振り返りによって学びの意味を見出すことを支援する
ドキュメンテーション・ソフトウェアの開発をおこなった。またと「アート的思考」の育成を専門とする芸術保
育士の育成カリキュラムについての提案をおこなった。

研究成果の概要（英文）： This study involved the theoretical construction of new perspectives on 
children and child care as a means of resolving the confused state of early childhood education 
today, through the experimental practice of child care based around young children’s artistic 
thinking, with the example of child care in Leggio Emilia, a city in Italy, as a model case. This 
study focused on project activities that develop learning through artistic thinking, observed and 
documented these activities, and developed documentation software that supports review of the 
learning process and identification of meanings. Also, the study makes proposals for curricula for 
art teachers who specializing in nurturing artistic thinking.

研究分野：情報デザイン、デザイン教育

キーワード： アート的思考　プロジェクト　レッジョ・エミリア　アトリエリスタ　ペダゴジスタ　ドキュメンテー
ション　素材　表現
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1)日本における保育の動向 
 今日の保育においては、待機児童が問題と
なっており、保育所の増設、幼稚園の延長保
育、預かり保育が推進されている。また「保
育の質」については保幼小の連携への要請か
ら、従来の「遊び」中心の保育から「学び（勉
強）」を取り入れた学校教育への適応を重視
した保育観へと広がってきている。このよう
な現状から「そもそも子どもはどういう存在
であるべきか」について根本から問い直す議
論を深める必要がある。 
(2)アート的思考とレッジョ・エミリア市の
幼児教育 
 今日の保育における混迷状況を脱する筋
道として、本研究では北イタリアのレッジ
ョ・エミリア市の保育をモデルに、幼児の「ア
ート的思考」を基盤にした保育活動に着目し
た。同市の保育の基本思想は、教え主義への
批判から構成主義（J.Piaget）・社会構成主
義（V.S.Vygotuky）の学習観を基礎としてい
る。また「アート的思考」とは単に幼児にア
ート的活動をさせる保育を意味するのでは
ない。子ども達が根源的に世界のモノ・コト
とアート的に対話し、探求・実験を通して深
め発展させ、それらを作品に表現し子ども達
それぞれの学びを生み出していく。各幼児学
校では「アトリエリスタ」と呼ばれる美術系
大学を卒業した、子どものアート活動を指導
する者が保育者と共同で保育活動をおこな
っている。 
(3)プロジェクトアプローチによる保育 
 アート的思考による学びの過程において、
保育者とアトリエリスタは、活動を観察記録
し、実践後の省察から学びの意味を見出し、
次への質の高い活動へ試みていく。この流れ
が繰り返されて循環的な展開になり、幼児は
独自のテーマを設定し、主体的に活動をつく
り出し、創造的な学びを獲得していく。この
学びは、「教え」に従属する従来の考え方と
は異なり、創造的展開の未知性に向けて、多
様な活動が相互に関連し合うという「アート
的」対話により変容的学びが展開されていく。
これらの学びの活動をレッジョ・エミリアで
は「プロジェッタツィオーネ（以下プロジェ
クト）」と呼ぶ。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の３つである。 
(1)新しい子ども観・保育観の理論構築 
 レッジョ・エミリア市の保育を表面的に模
倣するのではなく、その根本思想を解明し、
我が国独自の「アート的思考による新しい子
ども観・保育観の理論構築」を目指し、その
妥当性と有効性の検証をおこなった。特にア
ート的思考による子どもの育成を鍵に、それ
が生み出す学びの様相を捉えた。 
(2)ドキュエメンテーションツール開発 
 プロジェクト活動では、その創造的展開を
支えるため「ドキュメンテーション」が重要
な役割を担っている。ドキュメンテーション

を効果的に機能する PC及び iPhone を実装す
るソフトウェアの開発をおこなった。子ど
も・保育士・保護者・研究者（保育教育・デ
ザイン教育・美術教育）が、保育活動の中で
学び合うためのツールである。ツールは、保
育実践時の幼児の発話や行為、また幼児と保
育者・デザイナーとのやり取りや対話等の観
察記録を可能とし、活動を省察し、次の実践
活動のデザインや試行を支えるものである。 
(3)芸術保育士養成カリキュラムの提案 
 アート的思考による実践に着目し、子ど
も・保育士・保護者・研究者の共同で関わる
プロセスを捉え、それを基に保育士がアート
的思考を取り入れることを目標に、アートや
デザインの専門性を理解し学んでいく課程
の枠組みについて明示することを試みた。 
３．研究の方法 
(1)日本の保育の中で、プロジェクトの活動
を展開しているこども園・保育園（E保育園、
A 保育園）の協力のもと保育実践を通してお
こなった。保育活動では、日常の子ども達の
活動に着目し、子どもと保育者との対話を捉
え、そこで生み出される作品のプロセスの観
察をおこなった。また子ども達に向けての表
現ワークショップ（以下 WS）や、園内研修に
おいて保育者向けの表現 WS をおこなった。
その上で、レッジョ・エミリアに赴き、現地
スタッフとのインタビューや研究発表をも
とにアート的思考によるプロジェクト活動
の意味や理論についてディスカッションを
おこなった。 
(2)本研究を進めるにあたり、先述の３つの
研究目的に対して、次の２つの視点を軸にし
たアプローチで展開した。一つは保育実践で
の「素材（マテリアル）との対話」を軸に研
究すること、二つ目は保育における「ドキュ
メンテーションのはたらき及びその仕組み
と意味への探求を軸に展開した。 
(3)観察は、保育実践をビデオカメラで撮影
記録し、子ども達と保育者との対話について、
また子ども達が素材との対話を通して表現
する過程について観察をおこなった。それら
記録動画をもとに、保育者へのインタビュー
や振り返りをおこない、研究者によるディス
カッションをおこなった。 
４．研究成果 
(1)新しい子ども観、素材と変容的学び 
 「プロジェクト」が展開するとき、幼児と
保育者との対話と共に、表現に使う「素材」
との対話が、探求活動を創出・変容していく
ことを突き止めた。素材とは加工、変形、操
作等、創造的活動の対象となる素（もと）の
材を指す。素材の多様な特性は、表したい意
味を表現に導くと同時に、表現されたものか
ら新たな意味を発見させるはたらきがある。
これらの発見は幼児と保育者との対話によ
って広がり、思いもよらない驚きや探求心を
もたらし創造的学びが生まれる。我々はレッ
ジョ・エミリアのスタッフと対話を続け、レ
ッジョ・エミリアでの研修会（2015）では、



我々の実践報告から、①表現活動において幼
児の探求心を高めるため、保育者は設定する
素材に意図をもつこと、②実際の活動の中で
幼児が素材との対話から見出した意味を解
釈すること、③実践前の予想と事実の相違を
創造的学びの萌芽として次の活動につなげ
ること、この循環的展開が変容をもたらしプ
ロジェクト展開に重要な意味をもつことが
明らかになった。素材は、対話と学びの多様
な可能性を引き出す媒介としての役割をも
つ。プロジェクト展開においてアート的思考
を支える素材は、保育の中での特定の造形活
動が想定される「保育材」とは違い、幼児が
自ら探求し、創造的な学びを創出する可能性
を切り開く素なのである。 
 幼児が生活世界のモノ・コトと出会うとき、
モノ・コトが語りかけてくる声に全感覚で傾
聴し、それらと対話していること、そしてそ
の幼児が聴いている声に大人が耳を傾ける
ことが大切である（カルリーナ・ リナルデ
ィ）。それはモノ・コトになってみて、モノ・
コトが独自の「ことば」で語りかけてくるこ
とを聴き入ることである。これらはアート的
対話であり、発見や探究心を広げ、素材と出
会って表現を生み出す。さらにその表現から
変容させながら循環させ、次の活動に繋げプ
ロジェクト展開の鍵とする。発見や探究心や
表現の価値は、他者から認められ共感され、
新たな対話を生み出していく。プロジェクト
展開の学びの変容は、①モノ・ コトとの出
会い、②素材との出会い、③素材による表現
とその過程の出会い、の流れを基に、幼児と
保育者との対話の関係性によって生まれる。
その時、そのプロセスと対話を追う「ドキュ
メンテーション」が、重要な役割を担ってい
る。 
 保育活動では予測しながら進めることを
常とし、予測外に起こることを避ける傾向に
ある。アート的思考は、むしろ偶然性や予想
外に起こることが重要であり、そこから発見
と探求心が変容していくことで、創造的活動
を生み出していく。そこへの着目により、保
育の質を高めた新しい保育観への手がかり
となる。これは保育に留まらず広く「子ども
学」の発展に貢献するものである。アート的
思考とは、単にアート活動に限定するのでな
く、様々な物事の探究活動の根底にある思考
であり、芸術家・科学者・文学者等が創造的
に探究しているときの思考なのである。 
(2)ドキュメンテーションのデザイン提案 
 保育者は自身の保育活動についての観察
記録からドキュメンテーションを作成し、そ
れをもとに保育者や子どもとの対話を通し
て省察により学びの本質を見出し、次の質の
高い活動デザインに繋げていく。これらの継
続的展開からテーマが設定され、プロジェク
トが展開されていく。プロジェクトはあらか
じめ設定された目標に向かって計画され、実
現していくものではない。子どもとの対話を
聞き入れ興味関心のある問いをもとに展開

していく。子ども達の想像力によって表現や
実験をもとにテーマが設定され、アイデアを
出しつつ持続的探求のもとで創造的に展開
していく。子ども達の学びが起きる瞬間とそ
の意味を捉えてくことが不可欠である。 
 ドキュメンテーションツールの開発は、
iPhone・iPod と PC（Mac）を実装するソフト
ウェアのデザインを行った。初めに現状のド
キュメンテーションの問題点を抽出した。 
2-1)ドキュメンテーションのはたらき 
a）実践を通して、リアルタイムに起こる子
ども達のやりとりを観察し、興味深いことが
起こる気配を捉えながら、記録していく。実
践中に記録する目的を持つことで、絶えず立
ち現れる出来事や子ども達のふるまいへの
観察力を高めて関っていけるようになる。 
b）記録写真から数枚選抜しドキュメンテー
ションを作成する。撮影時の意図や気づき、
子どもの学びについて、その時の出来事を想
起し、リアルタイムには気づけかなった意味
など違った観点で理解していく。 
c）いくつかの写真を基にエピソードにまと
め、出来事の意味を見出す力をつけていき、
次の活動のデザインへ展開していく。 
d）ドキュメンテーションを基に他の保育者
と語りつつ、エピソードへの解釈を広げる。
語りにより、子ども一人ひとりの情報交換に
よって共有化し、同時に子どもへの解釈の違
いなど保育者独自の保育観につなげる。 
e）ドキュメンテーションは、園内に掲示さ
れ、子ども達自身の振り返りになる。家庭に
も配布され、保護者は子どもの様子を知るこ
とで、子どもや保育者とのコミュニケーショ
ンが起こり育ちへの理解になる。家庭でのエ
ピソードも保育者へ積極的に伝えていく。 
f）ドキュメンテーションは、子ども・保育
者・保護者とのコミュニケーションの媒介と
なる。写真からエピソードを想起し、その本
質的学びを解釈し、それを見出すかが重要で
あり、語り合いが鍵となる。 
2-2）ドキュメンテーション作成の問題点 
a）ドキュメンテーションは日々撮影された
数十枚の写真データから選抜し、文章作成ソ
フトで作成される。しかし後日以前作成した
ドキュメンテーションや、その中の写真につ
いて特定した検索が困難であり、一過性のデ
ータ利用になっている。例えば個人の発達過
程など別の視点から出来事を再編して捉え
るなど、データベースの再利用ができず、出
来事の意味を見出す可能性が閉じられてい
る。 
b）写真は出来事の一場面であり、データと
して時間の前後関係が切り取られている。ま
た映し出された事象の関係性が固定的であ
るため、想起から読み取れる内容に限界があ
る。数日後になると、読み取りの範囲は限定
される。 
2-3)Easy Snap・Easy Snap Archiver の開発 
 保育者自らが実践中に記録するための
iPhone アプリ Easy Snap と、記録したデータ



を編集・保存するための Mac 上を実装するア
プリ Easy Snap Archiver を開発した。 
a）Easy Snap の機能 

 Easy Snap は、興味深いシ
ーンを簡易に写真撮影する
ことを基本機能としている。
常に撮影 5 秒前の音声が録
音される。また撮影後に起き
たシーン展開を記録するた
め「録音」「録画」で追加記
録できる。またキーワードな
どテキストメモを入力し、画
像へのマーキングが可能で
ある（図 1）。撮影後は録画・
録音データは再生され確認

ができる。その日の記録データは、リスト表
示され、その中から必要なデータを選択し、
Wi-Fi 経由で PC（Mac）に転送される。また
データは iPhone 上でカレンダーによって管
理され、記録の流れを見ることができる。 
b）Easy Snap Archiver の機能 
 Easy Snap から送信された記録データを保
存・編集が可能である。アーカイブ化（記録
保存）と検索機能によってデータベースを再
編集・再利用し、活動を多面的に捉えること
を可能にする（図 2）。 

 「データベースウインドウ」は、 Easy Snap
から Wi-Fi経由で転送されたデータを管理す
るウインドウである。写真に付帯した録画・
録音・テキスト・アノテーションデータも転
送される。データは、カレンダー上で管理さ
れる。キーワード検索が可能で、検索により
過去のデータをリストアップし、ドキュメン
テーションを再編集できる。 
 「キーワードウインドウ」には、重要なキ
ーワードを登録していける。キーワードはデ
ータベース上の各記録データにタグとして
設定し、検索の効率化・簡易化ができる。ま
たデータの再編集の可能性と解釈を広げる。 
 「ドキュメント作成ウインドウ」では、デ
ータベースウインドウから選択された写真
のレイアウト及び編集をおこなう。編集時に
書き加えたテキストはデータウインドウ内
に同期される。プリントアウト及び PC 上で
は録画・録音データが再生できる。 
 「アーカイブウインドウ」は、ドキュメン

ト作成されたデータを管理するウインドウ
である。キーワード検索により、アーカイブ
化されたデータベースから必要なドキュメ
ントを検索する。 
 以上の開発を踏まえ、ツール利用において
注意しなければならないことがある。活動を
支援するツールは、機能的・効率的に設定さ
れたものであるが、ツールの使い方や使うこ
との「意味」を理解しなければならない。プ
ロジェクトを推進するときの「子ども達にと
って学びとは何か」を十分に理解した上で、
使っていかなければならない。ツールを使い
こなせば機能に満足し、目的が達成できたつ
もりになってしまうことがあるが、プロジェ
クトによる「学びの本質」を探求し、理解し
た上での使用が不可欠なのである。 
(3)芸術保育士養成カリキュラムの提案 
 保育士がアート的思考について理解する
には、作品を制作する表現 WS 等の実践が最
も早道である。表現することと、その表現結
果とプロセスについて振り返りをおこない、
他者との対話を通して表現の中にある意味
を解釈する力をつけることが必要である。実
践活動において不可欠なことは、WS を通して
実践的に表現を「やってみてわかる」ことが
重要である。その際、表現作品を成り立たせ
ている「素材」の特性に着目する。特に保育
者とデザイナーと協働でおこなうことが重
要である。素材の特性を意味づけることの広
がりと豊かさをデザイナーの視点から助言
を受け、保育の視点を融合させることが大切
である。それにより、素材によって生み出さ
れる表現が持つ学びの可能性を実感してい
くことができるのである。 
3-1）素材を媒介にした表現の意味を抽出 
 アート的思考について探求するに際して、
表現作品を成り立たせている素材を「子ど
も・保育者・デザイナー」の３つの視点を媒

介する関係
性で捉え、
表現の実践
活動をおこ
なっていく
（図 3）。表
現内容は、
まず保育者
自身の「経

験を可視化表現すること」が効果的である。
それは素材が生み出す形を、自己の経験の中
にある具体的な意味を形の中に見立てるこ
とで語りとして表現し、表現活動の中にある
学びを発見し実感していくことができる。 
3-2）子どもの作品の意味を発見・理解する 
 子どもの作品の中にある「素材の特性」に
着目し、その特性を使って見立てられた子ど
もの経験の思い・意味を見出していく。素材
の特性に注意深く着目することで、子どもに
とって素材をもとにした表現が、子どもの学
び・成長・発見を導き出すものであることを
理解できるようになる。そして表現作品の中



にある形の多面性（形を構成する様々なレベ
ルからなる部分同士の関係や全体との関係
により多様な見立てや解釈を生み出す性質）
が、子ども一人ひとりの独自の学びを誘発し、
新しい意味を見出す働きを理解していく。そ
れにより表現された対象のプロセス及び結
果について、子どもとの対話を通して共感し
深く味わうことができるようになる。そこに
理解と同時に問いと発見が生まれ、次の活動
のデザインへとつながっていく。このつなが
りが持続的に展開することでプロジェクト
の学びの活動が生成していく。そして子ども
の持続的な関わりと成長過程の中で表現に
よる学びの意味を発見していく 
3-3）芸術保育士育成の表現 WS 教育課程 
a）デザイナーの指導のもとで、保育者自ら
表現 WS を実践し、素材の独自の性質や可能
性を見出す。一つの素材を取り上げ、その素
材と徹底的に（例えば、手だけを使って）対
話し、その素材特性の多様性・独自性を理解
していく。対話することで、素材の持つ多面
的な特性を発見していくことを経験してい
く。またその表現された形を味わうように観
察することで、予想もしなかった偶然によっ
て生まれる形を見立てることによって意味
を構成する。その際自己の経験を表現すると
効果的な意味づけができる。実践の後、ディ
スカッションをおこなう。 
b）多種多様な素材についても a）と同様の試
みをおこない、それぞれの素材を比較する。
また他の素材との組み合わせによって起こ
る表現の広がり等、素材間の関係性を捉える。
また選択した素材を加工する道具との関係
も検討する。 
c）保育者はデザイナーと協働で「子ども達
に向けた表現 WS」を企画デザインする。その
WS の学びのねらいや意図を確認し、子ども達
の学びの意味を事前にディスカッションし、
表現内容に従った素材を検討する。その実践
結果から、予想していたこと、予想外で起こ
ったことが子ども達にとってどのような学
びであったか解釈する。表現 WS は、子ども
達の日常の文脈に則ったものが望ましい。 
d）c）の省察をもとに次の実践のデザインを
試みていく。「実践、振り返り、企画デザイ
ン、実践」への繰り返しによって持続的表現
活動としての繋がりの意味を見出す。 
e）特に c）の実践では「子ども達が表現活動
の中での素材との対話」「子どもと保育者の
対話」「子ども同士の対話」を観察し、素材
の特性をいかに引き出し、意味付けていくの
かを捉えていく。これらの活動をビデオカメ
ラで記録撮影し、実践後デザイナーとともに
省察をおこない、デザイナーの視点から表現
による学びの意味を見出していく。その際、
デザイナーが捉える素材と学びの関係性を
捉えていく。また学びに対するデザイナーの
視点と保育者の視点の違いを捉え、それらを
視点融合させながら新しい保育観の学びと
して意味付けをしていく。 

f）素材に着目した表現 WS では「一つの素材」
「いくつかの素材の組み合わせ」「多種類の
素材の提示」など、色々な素材との関わりを
試みていく。また一つの素材（例えば粘土）
を取り上げ、同じ条件で子どもの「年齢など
発達段階」に従った学びの違いを捉えていく。 
g）日常の保育活動について保育者自身によ
るドキュメンテーションをおこなう。ドキュ
メンテーションは、日々の子ども達の学びの
瞬間を写真撮影で記録し、それにテキストで
説明を加え、活動の中の子ども達にとって意
味を捉える。それを A4 用紙数枚にまとめて
いく。ドキュメンテーションは、クラス or
グループでの活動を記録したものと、一人ひ
とりの活動の意味を記録したものの２種類
を作成する。ドキュメンテーションを作成す
ることで、子ども達・保育者・保護者間の媒
介となる。3 者の学びの理解の変容を捉え、
ドキュメンテーションの意味を理解してい
く。そしてドキュメンテーションがプロジェ
クトの学びの展開にとっての意味と、アート
的思考による活動をデザインすることの重
要性を理解していく。 
(4)今後の課題 
 プロジェクトによる保育実践活動を通し
て、学びの変容プロセスを追いながら、その
仕組みを明らかにしていく。その際、素材の
役割との関係性及び子ども・保育者との対話
に着目し、ドキュメンテーションの働きにつ
いて探求を深めていく。 
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